




























































































































































































































1 2 3 4
1．攻撃的空想尺度
2．BAQ短気　　　　　．31＊＊
3．BAQ敵意　　　　　．34＊＊
4．BAQ身体的攻撃　　。55＊＊
5．BAQ言語的攻撃　　，14＊
．38＊＊
．35＊＊　　　　．23＊＊
．19＊＊　　　　。02　　　　　，25＊＊
correlation（！）　＊＊ρ＜．01，　＊ρ＜．05
さらに、攻撃後の情動9種の評定と攻撃的空想尺度・BAqとの相関を算出した（表4）。
　　表4。攻撃的空想尺度得点およびBAq得点と攻撃後の情動評定値との相関係数
情動
攻撃的空想
　尺度
BAQ
短気
BAQ
敵意
　BAQ　　　　BAQ
身体的攻撃　　言語的攻撃
気分がすっきりする
満足感がある
楽しくなる
罪悪感がある
後悔する
悲しくなる
自分に対して腹が立つ
不安になる
怖くなる
．24＊＊
32＊＊
。34＊＊
㌦20＊＊
㌦15＊
㌦22＊＊
．ユ5＊
㌦04
．Ol
．27＊＊
29＊＊
ユ7＊＊
㌦07
．．06
㌦04
㌦03
．08
．04
ユ6＊
ユ8＊＊
20＊＊
㌦11
．．05
㌦oo
．02
ユ5＊
ユ7＊＊
．28＊＊
30＊＊
。20＊＊
㌦25＊＊
㌦23＊＊
㌦28＊＊
㌦26＊＊
㌦20＊＊
㌦20＊＊
．06
，06
．04
㌦14＊
．．08
㌦06
㌦04
。。02
㌦01
correlation．（！）　＊＊ρ＜．01，　＊ρ＜．05
　攻撃的空想尺度得点は、項目「気分がすっきりする」「満足感がある」「楽しくなる」と有意な
正の相関を、項目「罪悪感がある」「後悔する」「悲しくなる」「自分に対して腹が立つ」と有意
な負の相関を示した。これらは、攻撃的空想傾向が高いほど、攻撃後にポジティブ情動を感じる
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一方、ネガティブ情動は感じない傾向があることを示唆する。これらの傾向は、BA（ミの身体的
攻撃得点と類似していた。
　参考までに、実際の反社会行動の経＝験と攻撃的空想尺度との関係を検討した。［いらっいた時
にものを壊したことがある（以下．「物破壊」）］［他人（家族以外）に暴力をふるったことがある
（ケンカなど）（以下、「他人暴力」）］［20歳前に飲酒をしたことがある（以下、「未成年飲酒」）］
［20歳前に喫煙をしたことがある（以下、「未成年喫煙」）］の各項目について、経験量を算出する
ために、中学・高校・大学の各時期の回数をすべて加算した上、選択肢「いつも」は100回相当
と見なし、100を割り当て合計値を算出した。その後、攻撃的空想尺度・BAqとこれら経験量
との相関を算出した（表5）。
表5．空想攻撃尺度得点およびBA（老得点と自己報沓による反社会行動の経験量との相関係数
反社会行動
攻撃的空想
　尺度
BAQ
短気
BAQ
敵意
　BAQ　　　　BAQ
身体的攻撃　　言語的攻撃
物破壊
他人暴力
未成年飲酒
未成年喫煙
。07
ユ8＊＊
ユ4＊
．17＊＊
ユ5＊
．03
。06
。05
ユ0
ユ1
．09
㌦00
ユ0
ユ8＊＊
ユ6＊
．11
ユ1
ユ6＊
ユ4＊
。04
correlation（！）　＊＊ρ＜。01，　＊ρ＜．05
　BAqと各経験量との間には、弱いが有意な正の相関が散見され、それらは、　BAqの尺度内
容と対応する妥当なものと思われた。攻撃的空想尺度得点は．「他人暴力」「未成年飲酒」「未成
年喫煙」の各経験量と弱いが有意な正の相関を示した。攻撃的空想尺度との相関係数の値は、
BAqの下位項目と各経験量との相関と比較して、同程度以上の関係があることを示している。
すなわち、攻撃的空想傾向が高い者は、自覚的な反社会的行動の経験量が多く、そこには一般的
な攻撃性尺度と同程度以上の関係があることが示唆された。ただし、これらの経験量については
数値の正確さが保証されない上、長期間の過去にさかのぼる懐古的な自己報告に基づく測定であ
り、誤差や回答者の認知バイアスが大きく生じている可能性がある。したがって、ここでの結果
は補足的な知見と考えるべきであろう。
　以上、本研究で試作した「攻撃的空想尺度」は、一定の内的一貫性を示し、心理尺度として利
用可能なものであると考えられる。しかしながら、尺度項目の内容を批判的に検討すると、必ず
しも直接的な攻撃を意味しない項目（「強い者をおとしめる想像をすることはほとんどない」「弱
い者いじめの方法をあれこれと思い浮かべることがある」）、空想そのものとは異なる内容の項目
（「友人を殴りたいと思うことはほとんどない」）などが混在しており、相当程度、改善の余地が
あると考えられる。特に今後、殺傷を含む暴力的な空想を対象とする尺度を開発する場合は、項
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目内容をいっそう吟味して構成する必要があるだろう。
　本研究で得られた攻撃的空想尺度において．その得点は一般的な攻撃性尺度（BA⑨得点と
正の相関を示し、攻撃後のポジティブ情動と正の相関を、攻撃後のネガティブ情動と負の相関を
示し、反社会的行動の一部と正の相関を示した。これらの結果は、攻撃的空想傾向が高い攻撃性
と関連していることを一貫して示唆している。
　このことは．攻撃的空想が現実の行動的戦略オプションに関するリハーサル機能を果たしてい
るとする観点に間接的な支持を与えるものと考えられる。同時に、個人の認知的な情報処理過程
のバイアスが攻撃性を高めるとする、社会的情報処理理論（Dodge，1986）などの観点からも解釈
が可能であろう。
　今後は、攻撃的空想の特徴が先行研究と一致するか否かを確認すること、その認知的特徴をいっ
そう明らかにすると同時に、攻撃的空想の機能を検討することが課題となる。たとえば、攻撃対
象者の特徴や自身が被害者になる空想を検討の対象とし．対人関係調整などに攻撃的空想が果た
す役割を明らかにすることが研究のひとつの方向性と思われる。
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